
展
示
概
要

関
西
鉄
道
は
、
明
治
二
十
二
年
に
草
津-

三
雲
間
が
開
通

し
、
同
四
十
年
に
は
国
有
化
さ
れ
た
現
在
の

草
津
線
の

JR

前
身
で
す
。
関
西
鉄
道
株
式
会
社
は
、
本
社
が
三
重
県
四
日

市
（
明
治
三
十
三
年
に
大
阪
に
移
転
）
に
あ
り
、
大
阪
府
、

奈
良
県
、
京
都
府
、
滋
賀
県
、
三
重
県
な
ど
と
広
域
に
鉄
道

網
を
広
げ
た
明
治
時
代
の
大
手
私
鉄
で
し
た
。
最
初
に
開
通

し
た
路
線
が
滋
賀
県
下
の
草
津-

三
雲
間
で
あ
り
、
そ
の
設

立
に
は
当
時
の
県
知
事
の
中
井
弘
や
、
県
会
議
員
ら
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
本
県
所
有
の
歴
史
的
文
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
、
関
西
鉄
道
の
創
設
か
ら
国
有
化
ま
で
の
歴
史
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
本
県
の
近
代
化
遺
産
で
も
あ

る
大
沙
川
ト
ン
ネ
ル
（
現･

湖
南
市
）
の
開
削
に
関
す
る
書

類
や
写
真
、
設
立
の
立
役
者
の
一
人
で
あ
る
当
時
の
県
会
議

員･

弘
世
助
三
郎
（
日
本
生
命
保
険
創
業
者
）
が
設
立
時
を

振
り
返
り
執
筆
し
た
文
書
な
ど
も
紹
介
い
た
し
ま
す
。

期間 平成 29 年 12 月 4日（月）～平成 30 年 1月 18 日（木）

日時 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）

午前 9時～午後 5時

会場 県政史料室（滋賀県庁新館三階 県民情報室内）

第67回県政史料室企画展 展示解説

第
六
十
七
回
県
政
史
料
室
企
画
展

展
示
解
説

発
行
日

平
成
二
十
九
年
十
二
月
四
日

編
集
・
発
行

滋
賀
県
県
政
史
料
室

（
滋
賀
県
県
民
生
活
部
県
民
活
動
生
活
課
県
民
情
報
室
内
）

【展示概要】
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関
西
鉄
道
設
立
の
背
景

滋
賀
県
は
、
古
来
か
ら
畿
内
と
東
海
、
北
陸
、
関
東
と
を
結

ぶ
交
通
の
要
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
明
治

二
年
、
明
治
政
府
は
鉄
道
布
設
を
決
定
し
、
本
県
で
は
明
治
十

三
年
と
い
う
早
い
時
期
か
ら
東
海
道
線
（
京
都-

大
津
間
）
が
開

通
し
ま
す
。
ま
た
、
明
治
十
七
年
に
は
敦
賀-

長
浜
間
も
開
通
し

ま
す
。大
津-

長
浜
間
に
関
し
て
は
鉄
道
連
絡
船
に
よ
り
繋
が
れ

て
お
り
、
鉄
道
で
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

工
事
は
着
工
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
区
間
も
国
に
よ

る
敷
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
関
西
鉄
道
が
開
通
す
る
お
よ
そ

四
年
前
の
明
治
十
七
年
十
月
九
日
、
旧
彦
根
藩
主
井
伊
直
憲
を

は
じ
め
約
四
十
名
が
こ
の
大
津-

長
浜
間
の
鉄
道
（
湖
東
線
）
敷

設
を
工
部
卿
へ
請
願
し
ま
し
た
。

こ
の
請
願
で
は
、
四
つ
の
段
階
に
つ
い
て
申
し
出
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
①
官
設
予
定
で
あ
る
湖
東
線
を
早
く
着
工
に
し
て
ほ
し

い
。
②
公
債
へ
応
募
し
資
金
を
提
供
す
る
の
で
、
早
く
着
工
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
も
し
こ
の
二
つ
が
難
し
い
の
な
ら
ば
、
③

民
間
資
本
で
敷
設
し
た
湖
東
線
を
国
が
借
り
上
げ
官
営
し
、
利

益
を
民
間
に
還
元
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
ほ
し
い
と
記
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
そ
れ
も
難
し
い
の
な
ら
ば
、
④
民
間
で

建
設
営
業
し
、
も
し
政
府
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
売

り
渡
す
の
で
許
可
し
て
ほ
し
い
と
ま
で
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
請
願
を
当
時
の
工
部
卿
佐
々
木
高
行
は
、
鉄
道
局
長
井

上
勝
に
諮
詢
し
ま
し
た
が
、
井
上
の
回
答
は
全
面
却
下
で
し
た
。

井
上
の
意
見
に
基
づ
き
、
工
部
卿
は
滋
賀
県
に
対
し
指
令
を
下

し
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
計
画
の
順
序
が
あ
り
す
ぐ
に
は
着
工

で
き
な
い
が
、
こ
の
区
間
は
官
設
が
決
定
し
て
お
り
、
準
備
が

整
い
次
第
建
設
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
と
念
押
し
す
る
も
の

で
し
た
。

そ
の
後
、
当
時
の
県
会
議
員
で
あ
っ
た
弘
世
助
三
郎
、
馬
場

新
三
、
高
田
義
助
ら
は
、
こ
の
官
設
予
定
鉄
道
（
湖
東
線
）
が

開
通
す
る
前
提
で
、
こ
れ
を
利
用
し
て
京
阪
江
勢
間
を
鉄
道
で

連
絡
す
る
計
画
を
立
て
ま
す
。
こ
れ
は
近
畿
各
地
と
四
日
市
を

鉄
道
で
繋
ぎ
、
四
日
市
港
よ
り
横
浜
に
海
運
す
る
の
が
最
速
の

経
路
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
【
明
と

合
５１

本
３
（
３
）】。

一
方
、
三
重
県
で
は
、
多
額
納
税
者
で
あ
り
四
日
市
築
港
推

進
派
で
も
あ
っ
た
木
村
誓
太
郎
や
三
輪
猶
作
、
諸
戸
清
六
ら
に

よ
っ
て
、
大
津-

四
日
市
間
の
鉄
道
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
十
九
年
、
彼
ら
は
官
設
予
定
区
間
（
大
津-

草
津
間
）
を
除

く
四
日
市-
草
津
間
の
線
路
測
量
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
京
都
府
下
で
も
、
京
都
だ
け
で
は
な
く
地
方
と
の
連

絡
を
視
野
に
入
れ
た
鉄
道
敷
設
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
京

都
側
で
は
関
西
唯
一
の
私
鉄
会
社
に
し
よ
う
と
い
う
目
論
見

が
あ
り
、
こ
れ
を
関
西
鉄
道
と
称
し
て
い
ま
す
。

「
私
鉄
の
時
代
」
と
言
わ
れ
た
明
治
期
に
は
、
各
地
で
様
々

な
私
設
鉄
道
計
画
が
立
て
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
計
画
路
線
が
重
複

す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
前
述
の
通
り
、
滋
賀
・
三
重
・

京
都
で
は
、
京
阪
江
勢
間
を
鉄
道
で
連
絡
す
る
同
一
路
線
が
そ

れ
ぞ
れ
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
三
府
県
は
、
不
利
益

な
競
争
を
避
け
る
た
め
、
共
同
で
こ
の
路
線
の
敷
設
経
営
を
出

願
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
誕
生
し
た
の
が
、
関
西

鉄
道
株
式
会
社
で
し
た
。

関
西
鉄
道
会
社
の
鉄
道
網

明
治
二
十
年
三
月
に
関
西
鉄
道
株
式
会
社
は
、
滋
賀
・
三
重

両
知
事
取
り
次
ぎ
の
も
と
、
政
府
へ
鉄
道
敷
設
を
願
い
出
ま
し

た
。
彼
ら
は
大
津-

四
日
市
間
を
手
始
め
に
、
熱
田
・
大
阪
・
奈

良
・
宮
津
へ
と
支
線
を
延
ば
し
、
関
西
一
帯
を
鉄
道
で
連
絡
す

る
構
想
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
構
想
は
、
前
述
の
通
り
官

設
鉄
道
（
東
海
道
線
、
湖
東
線
）
と
の
連
結
を
前
提
に
し
た
も

の
で
、
湖
東
線
が
開
通
し
な
け
れ
ば
彼
ら
の
計
画
は
実
現
し
ま

せ
ん
。
よ
っ
て
、
こ
の
請
願
で
も
湖
東
線
敷
設
の
際
は
出
資
す

る
意
思
が
あ
る
と
、
そ
の
早
期
建
設
を
促
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
こ
の
請
願
は
、
熱
田
を
は
じ
め
奈
良
や
宮
津
に
至
る
路
線
で

難
工
事
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
大
阪
鉄
道
会
社
の
請
願
と
重
複
す

る
区
間
も
あ
る
な
ど
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
政
府
は

湖
東
線
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
留
保
し
た
上
で
、
官
設
湖
東

線
と
分
岐
す
る
草
津
か
ら
四
日
市
間
を
基
幹
と
し
た
、
三
重
県

内
へ
の
支
線
を
含
む
路
線
で
再
度
請
願
す
る
よ
う
に
と
指
令

を
下
し
て
い
ま
す
【
明
う

合
本

（

）
】。

43

4

50

翌
年
、
関
西
鉄
道
会
社
は
こ
の
指
令
に
基
づ
き
、
草
津-

四
日

市
、
四
日
市-

桑
名
、
河
原
田-

津
の
敷
設
を
請
願
し
ま
し
た
【
明

と

合
本

（

）
】。
こ
れ
に
対
し
て
同
二
十
一
年
三
月
一

51

3

3
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日
付
け
で
免
許
状
が
下
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
こ
の
計
画
路
線
が
順
次
開
通
す
る
と
、
関
西
鉄
道

会
社
は
、
名
古
屋
（
明
治
二
十
八
年
開
通
）、
奈
良
（
同
三
十

年
開
通
）
へ
の
延
伸
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
に
は
浪
速

鉄
道
や
城
河
鉄
道
の
譲
受
に
よ
り
、
大
阪
へ
の
延
伸
も
果
た
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
同
三
十
三
年
に
、
大
阪
鉄
道
の
事
業
及

び
財
産
を
譲
受
し
、
大
阪
東
南
郊
部
ま
で
影
響
力
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
関
西
鉄
道
は
自
社
に
よ
る
鉄
道
敷
設
や
他
社

と
の
合
併
譲
受
に
よ
っ
て
、
関
西
一
帯
に
鉄
道
網
を
広
げ
、
初

期
の
構
想
を
実
現
し
た
の
で
す
。

関
西
鉄
道
の
国
有
化

明
治
三
十
九
年
、
鉄
道
国
有
法
が
公
布
さ
れ
ま
す
。
鉄
道
国

有
法
の
制
定
に
は
、
運
輸
の
疎
通
や
運
賃
低
下
は
も
と
よ
り
、

鉄
道
財
政
収
入
の
確
保
に
よ
る
日
露
戦
争
後
の
財
政
救
済
や
、

外
国
人
に
よ
る
鉄
道
支
配
の
防
止
等
の
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。

国
有
化
の
対
象
は
一
般
運
送
を
目
的
と
す
る
鉄
道
と
さ
れ
ま

し
た
が
、
一
地
方
の
交
通
を
目
的
と
す
る
も
の
は
除
外
さ
れ
ま

し
た
。
滋
賀
県
下
で
は
関
西
一
帯
に
鉄
道
網
を
広
げ
て
い
た
関

西
鉄
道
は
国
有
化
さ
れ
、
国
有
鉄
道
「
草
津
線
」
と
な
り
ま
す
。

滋
賀
県
の
鉄
道
事
情

最
後
に
、
関
西
鉄
道
以
外
の
本
県
の
鉄
道
整
備
に
つ
い
て
ま

と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
県
で
は
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
か

け
て
東
海
道
線
や
関
西
鉄
道
を
は
じ
め
、
地
方
の
路
線
も
順
次

整
備
さ
れ
、
昭
和
初
期
に
は
現
在
の
鉄
道
網
の
原
形
が
形
成
さ

れ
ま
す
。

明
治
三
十
三
年
に
は
、
県
内
の
有
力
資
産
家
を
発
起
人
と
す

る
近
江
鉄
道
が
、
彦
根-

貴
生
川
間
で
開
通
し
ま
す
。
東
海
道
線

彦
根
駅
と
関
西
鉄
道
貴
生
川
駅
を
起
点
と
す
る
こ
の
路
線
に

よ
っ
て
、
琵
琶
湖
東
岸
の
町
村
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
近
江

鉄
道
は
国
有
化
の
対
象
外
と
な
り
、
経
営
に
苦
し
み
な
が
ら
も

今
日
ま
で
脈
々
と
続
い
て
い
ま
す
。

明
治
四
十
年
に
は
京
津
電
気
軌
道
が
、
滋
賀
に
お
け
る
最
初

の
電
車
と
な
る
京
都-

大
津
間
の
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。京
津

電
気
軌
道
は
後
に
京
阪
電
気
鉄
道
に
合
併
し
ま
す
。

大
正
二
年
に
は
、
大
津
電
気
軌
道
（
後
の
京
阪
電
鉄
石
山
坂

本
線
）
が
大
津-

石
山
間
の
運
転
を
開
始
し
、
昭
和
二
年
に
坂
本

ま
で
延
伸
し
ま
し
た
。
ま
た
湖
南
鉄
道
も
、
大
正
二
年
に
東
海

道
線
近
江
八
幡
駅
を
起
点
と
し
て
八
日
市
に
至
る
軽
便
鉄
道

（
後
の
近
江
鉄
道
八
日
市
線
）
を
開
業
し
ま
す
。

江
若
鉄
道
は
大
津
市
を
起
点
と
し
て
琵
琶
湖
西
岸
を
福
井

県
方
面
に
延
び
る
鉄
道
で
、大
正
十
五
年
に
浜
大
津-

近
江
舞
子

間
が
開
通
し
ま
し
た
。
そ
の
後
徐
々
に
延
伸
し
、
昭
和
六
年
に

は
近
江
今
津
ま
で
開
通
し
て
、
湖
西
に
お
け
る
交
通
の
便
を
著

し
く
向
上
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
若
狭
ま
で
の
連
絡
は
叶
わ

ず
、
国
鉄
湖
西
線
（
山
科-

米
原
間
）
着
工
の
見
通
し
が
つ
い
た

こ
と
に
よ
り
（
昭
和
四
十
九
年
に
全
通
）
、
昭
和
四
十
四
年
に

廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

昭
和
二
年
三
月
に
は
比
叡
山
ケ
ー
ブ
ル
が
坂
本
比
叡
山
の

麓
を
起
点
と
し
て
延
暦
寺
に
至
る
路
線
で
開
通
し
ま
し
た
。
ま

た
昭
和
八
年
に
は
貴
生
川-

信
楽
間
に
国
有
鉄
道
関
西
線
の
支

線
と
し
て
信
楽
線
が
開
通
し
、
現
在
は
信
楽
高
原
鉄
道
と
し
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
現
在
の
滋
賀
の
交
通
を
支
え
る
鉄
道
網
は
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
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図 1 明治 30 年頃の関西の鉄道網

出展：「関西鉄道株式会社線路及付近鉄道線路一覧略図」（明治 30 年、国立国会図書館所蔵）

表 1 滋賀県の鉄道に関する年表

元号 西暦 滋賀県下の鉄道に関する出来事 その他関連事項

明治5年 1872 新橋-横浜間に鉄道が開通

明治13年 1880 官設鉄道東海道線（京都-大津間）が開通

明治15年 1882 大津-長浜間に鉄道連絡船就航

明治17年 1884 官設鉄道敦賀線（敦賀-長浜間）が開通

明治22年 1889
官設鉄道湖東線（大津-長浜間）が開通

関西鉄道（草津-三雲間）運輸開始

明治23年 1890
関西鉄道（三雲-柘植間）開通（2.19）

関西鉄道（四日市-柘植間）開通(12.25)

明治27年 1894 日清戦争が起こる(8.1)

明治31年 1898 近江鉄道（彦根-貴生川間)が開通(12.25)

明治37年 1904 日露戦争開始(2.10)

明治39年 1906 鉄道国有法が成立

明治40年 1907

関西鉄道が鉄道国有法により政府に買収される

関西鉄道（草津-柘植間）が国鉄草津線となる

京津電車（京都-大津間）開通(7.16)

大正10年 1921 江若鉄道が一部開通（浜大津-近江舞子間）

昭和2年 1927 比叡山ケーブル開通

昭和6年 1931 江若鉄道（浜大津-近江今津間）が開通

昭和8年 1933 国有鉄道信楽線が開通

昭和39年 1964 東海道新幹線営業開始(10.1)

昭和44年 1969 江若鉄道廃止(11.1)

昭和49年 1974 国鉄湖西線が開通


